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1. 本誌 は､物 性物理 の研 究 を共 同で促進 す るため､研究者 が その研

究意 見 を自由 に発 表 し討論 しあい､ また､研 究 に関連 した情 報 を逮

や か に交換 しあ うことを 目的 と して ､毎 月 1回編i集 ･刊行 され ます ｡

掲載 内容 は､研究論文 ､研 究会 ･国際会議 な どの報告 ､講義 ノー ト､

研究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見 ､ プ レプ リン ト案 内､ ニ ュー

ス な どです｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 と して審査 を行 ない ませ

ん｡但 し､編集者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と言忍め た も

の につ いて は､改 貢丁を求 め､ また は掲 載 を拒絶 す ることがあ ります｡

3. 本 誌 の掲載論文 を他 の学術 雑志封こ引用 す る ときは､著者 の承諾 を

得 た上 で･private communicat'LOn 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰原稿 用紙 を使 用 し､雑誌 のページ数 を節約 す るため

に極 力簡i繁にお書 き下 さい ｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい0

3. 数式 ､記号 の書 き方 は Progr(!ss,Journalの投稿 規定 に準 じ､

ミスプ リン トが生 じない よ うを処 置 を とって下 さい｡上 ツキ､下 ツ

キ､英字 の大 ､花文字 ､ ギ リシャ文字 ､ O と aと 0(ゼ ロ)､ uと n

と r､ Cと e､ 1(エ ル)と 1(イ チ)､ x と× (カケ ル)､ uとV等 を

赤で手旨定 して下 さい｡

4. 数式 は 3行 にわた って大 き く音 いて下 さい｡

5. 1行 以 内 にお さま らない可能性 の あ る長 い数式 等 は必ず改行 の際

の切 れ 目を赤 で指 定 して下 さい｡

6. 図 は その まま印刷で きるもの を原稿 に添 えて下 さい｡ 図の縮'尺 ､

拡 大 は致 しませんo l頁(13×19(･,m2)以 内 に入 らない図､ その ま ま印

刷 で きない図 は原則 と して著者 に返送 し､書 き改 めて いただ きます｡

図､表 の説 明 は別 紙 に書 き､本 文 中 に挿 入位 置 を赤 で明示 して下 さ

い 0

7. 投稿 後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原 則 と して作 りませ ん｡ ど うして も別刷 が入用 な場 合 は､

投稿 の際 に所要部 数 を50部 単位 で 申込 んで下 さい｡別刷代 は下 記方

式 によ り､現金 で納 入 して いただ きます ｡

(郵券 に よる受付 はいた しませ ん)

p :物 研 出来 上 り頁数

x :別刷所要部数

a :別刷 1頁の代 金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代 - (ap+b)Ⅹ+送料

別刷 代 金 は別刷 を.受取 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さい｡ そ

れ よ り遅 れ た場 合 には遅滞追徴金 を請求 され るこ とがあ ります か ら､

御注 意下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月10日で原則 と して次 月発 行誌 に掲載 され ます｡



ニュース

〔東京大学物性研〕

〇人の うごき

7月 5日 福山助教授帰国

○研究会

7月 14,15日 ｢固体- リウム｣

○談話会

7月 3日 "Anderson直交定理の一般化 〝 山田耕作氏 (物性研 )

7月 20日 "SomeAspectsofNon･local Optics(SpatialDispersion)ofCrystals:

ResonantBrillouinScattering.,Transients;ABC'S"

Pror.JosephL Biman(New YorkCityUniv.)

7月 24日 HRayleigh-Benardexperimentinliquidhelium at4oKM

Dr.JosephAlbertLibchober(EcoleNormaleSup6rieureParis)

o土曜セ ミナー

7月 1日 "二次元磁性体の臨界現象 〝 柴田文明氏 (お茶の水大 ･理 )

7月 8日 "中性子星の物性物理 〝 伊藤直紀氏 (上智大 ･理工 )
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基研研究部員会議報告

基 研 研 究 部 員 会 議 報 告

基研における今年度後半の研究計画等を審議する研究部員会議は,6月29,30日基

研において開かれた｡出席者は研究部員 30名中22名,運営委員 16名中 12名,所員

7名,ほかにオブザーバー 4名であった｡議鰯はつぎの通 り.

1･議長団報告

2.基研報告

3.国際交流について

4･所長選考に関する取 り決めについて

5.素粒子物理学サマー ･インスティチュー トについて

6･基礎物理学研究情報センターについて

7･基研創立 25周年記念事業について

8.昭和 53年度第 2回研究計画提案

9.昭和 53年度第 2回研究計画決定

10･大学院研究センターについて

11･部員会議 ･研究会のもち方について

12.基研将来計画小委員会について

13.運営委員の定数について

14. プログレスについて

15.学術会議関係報告

このうち,物性に関係のあることを中心に報告したい｡1)

国際交流について

来日が予定されているとして紹介された物性関係の外国人物理学者は, M.H.Cohen

(79年 1月から半年,基研米沢 ),E.Lieb(78年 9月から1年,数研荒木 )ほか.

基礎物理学研究情報センター

数年前から情報センターの設置を要求 していたが,今年度特別経費 ｢基礎物理学情報

収集費｣ として600万円が認められた｡これ弓と用いて,マイクロフィッシュを利用 し
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基研研究部員会議報告

た素粒子の理論 ･実験の研究情報の交換を予定している｡主な事情は,日本国内で出さ

れるプレプリントをマイクロフィッシュ化 して,海外の主な研究機関に定期的に送るこ

とである｡ (物性でも研究情報の流通 ･処理は大問題であろうが,個人ないし研究室単

位でなんとか工夫しているのが現状である｡そのうちに物性でもこういう組織化が必要

になってくるのであろうか ?)

また,この情報センターの事業の一つとして,レビュ｢の作成を行 うことになったO

これは以前からの継続であるが,物性では真木和美氏 ｢3Heの超流動｣(物性研究 22

巻 3号, 1974｣,小林謙二氏 ｢液晶における種々の不安定性｣ (物性研究 24巻4号,

1975)が書かれて以来中断 していた｡今後は物性 もこの計画に加わることになった｡

昭和 53年度第 2回研究計画

今回は物性関係の研究計画提案はなかった｡2) モレキュール型研究計画 ｢宇宙現象で

の進化 と時間の欠の問題｣ (世話人 :杉本大一郎,佐藤文隆,栓田卓也 )で,非平衡系

の統計物理 との関連が指摘された｡

大学院研究センター

基研の大学院をどうするかという問題で,独自の大学院をもっのではなく,大学院の

共同利用センター的なものを設置することが検討されてきた｡このセンターでは,例え

ば ｢夏の学校｣の開催等が行われる｡このような事業を大学院制度 と結びつけて考える

のがよいかどうかが,これまで論議のまとであった｡今後は基研関係者の内部で議論す

るだけでなく,パンフレットを作って外部-の宣伝も行 うこととなった｡

会議第 1日の午後,物性関係者のみによるインフォーマル ･ミーティングが開かれた｡

いっもならここで物性関係の研究計画の検討を行 うのであるが,今回は提案がなかった

ので一般的な問題について話 しあった.

今回,物性関係の研究計画提案がなかったことにも見られるように,物性研究者の中

での基研の地位,役割が変化 してきているのではないか,ということがそこで問題にさ

れた｡物性物理はこれまで素粒子 ･原子核等の他分野での研究に大きな影響 を与えてき

たし,今後 もそのような重要な役割を果すであろう｡そのような意味でも基研のような

共同利用研の担 うべき役目は小さくないと思われる｡しかし,現在基研の物性関係は 1

部門にすぎず,これではあまりに小さすぎる｡統計物理の部門増を要求しているが,そ
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基研研究部員会議報告

の実現を期待 したい｡また,固体物理は物性研,統計物理は基研というような機械的な

役割分担ではなく,両者が有機的に関連 して ｢~共同利用｣されるのが望ましいのではな

いだろうか ?

いずれにしても,物性研究者にもっと基研に対して関心を持っていただきたい,と考

える｡ (長岡洋介 )

1)会議議事録は全国の関連研究室あて送付 しています｡送付を希望される方は基研

共同利用事務室あて申込んで下さい｡

2)今年度第 1回研究計画で採択 されたもののうち,物性関係計画はつぎの通 り:

長期研究計画

非線型非平衡状態の続計力学 (世話人 :北原和夫,蔵本由紀,柴田文明,冨田博

之,八幡英雄,山田知司 )

モ レキュール型

原子間交換相互作用の効果 (世話人 :羽賀栄次郎 )

量子固体 (世話人 :上羽牧夫,長岡洋介 )
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編集後記

編 集 後 記

日中平和友好条約調印のニュースの記憶 も生々しい8月の編集会議の日に,中国図書

輸入公司から,布張のきれいなアルバムが一冊届きました｡本年初めより中国各地で行

われた同公司主催の ｢外国科学技術図書展覧会｣に本誌を展示品として提供 したことに

対する御礼 として贈られたものです｡同封された手紙の中に,華主席の言葉 として ｢科

学を盛んにし発展させなければならない,たえまなく朗報が伝わってくるようにしなく

てはならない｣ ｢われわれは今世紀中に工業,農業,科学技術,国防の四つの現代化実

現を提起 したが,口先だけでとなえるのではだめで,仕事に没頭 し,なによりも自分た

ちの努力にたよらなければならないが,同時に; また外国のす ぐれたもの,先進的な経.

験 も学ばなければならない｣とあり,この数年間の激しい変化を垣間見ることができる

ような気がします｡

今月号には研究会報告が二部掲載されています｡ひとつは従来から載せてきた基研研

究会のものですが,もうひとつは物性研で行われたものです｡基研研究会以外にも,投

稿があれば,編集委員会で内容を判断 したうえで,研究会報告として扱 うこととします｡

(H.T.)
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講読規定

個 人講読

1. 会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ま●す｡ したが って ､ 3月末 ま

で に な るべ く 1年 間分 会費 を御支払 い下 さい｡

なお新 規講読 お申込 みの場 合 は下記 の会 費以 外 に入会金 と し

て､100円 お支 払 い下 さい｡

1年 間の会 費

1stvolume 2,340円

2ndvolume 2,340円

計 4,680円

(1年分 ま とめて お支払 いが困難 の向 きは lvolume 分ず､っ

で も結構 で す )

2. 支払 いの際 の注 意 :在 るペ く振替 用紙 を御利 用 の上御納 入下 さい｡

(振 替貯 金 口座 京都 5312)

なお通信 欄 に送金 内容 を必ず､明記 して下 さい｡

雑誌 購読 者以 外 の代理 人 が購読料 を送金 され る場 合 ､必ず購読者

本人 の名前 を明記 して下 さい｡

3. 誌代 の支 払遅滞 の場 合 :当会 の原 則 と して は､正 当 な理 由 な く2

Vols.以 上の誌代 を滞納 された場 合 には､送本 を停 止 す るこ とになっ

て い ます ので･御留 意下 さい｡

4. -括送 本 を受 け る場 合 :個人購 読 中 に大学 等 で一括 配布 を受 け る

様 になった場 合 は､必ず ｢個人購.読 中止 ､一括配 布 希望｣ の通知 を

して下 さい ｡ 逆 の場 合 も同様 です｡

5. 送本 先 変更 の場 合 :住 所 ､勤務先 の変更等送本 先 が変 った場 合 は､

必ず､送 本 先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所 等機 関購 読

1. 会 費 :学校 ･研 究所等 で の購j涜及 び個 人で あって も公 費払 いの と

きは機 関会 員 とみ を し､代金 は､ 1冊 730円､ 1Vol.4.380円､年

間 8.760円です｡ この場 合 ､入会金 は不用で す｡学校 ､研 究所 の会

費 の支 払 い は後 払 いで も結構 です｡ しか し購.読 申込 み を され る時 に

支 払 い に必要 を請 求 ､見積 ､納 品書各何通 必要 なの かをお知 らせ下

さ い ｡

なお､当会 の請 求書 類で は支払 い がで きない様 で した ら､貴校 ､

貴研 究機 関 の請求 書 類 を送付 して下 さい｡

2. 送本 中止 の場 合 の連 絡 :発 行途上 にある volumeの購読途 中中止

は認 め られ ませ ん｡購.読 中止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中

止時期 を明記 して ｢購読 中止届｣ を送 付 して下 さい｡

雑 誌未着 の場合 .発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に当会 まで ご連 絡下 さい｡



昭和42年11月14日 第四種郵便物認可

昭和53年 9月20日発行(毎月1回20日発行)
物 性 研 究 第30巻 第 6号

物 性 研 究 30-6 (9月号)目 次

o｢教室紹介Ⅹ｣- 東京工業大学理学部物理学教室- --･---･､-･-･253

○ニュース-･-･･--･････--････-･･----･･----･-･--･･･-･261

○編集後記･----･-----･--･-･-- ------･･･-･-･--･265

○研究会報告

｢ランダムスピン系の相転移｣ - - - - ･- - ･- - - - - - - - - - - ･F 1

｢非線型非平衡状態の統計力学｣ - - ･- - - - - ･- - - - - - ･- ･F65



昭和42年11月14日 第四種郵便物認可

昭和53年 9月20日発行(毎月1回20日発行)
物 性 研 究 第30巻 第 6号

物 性 研 究 30-6 (9月号)目 次

o｢教室紹介Ⅹ｣- 東京工業大学理学部物理学教室- --･---･､-･-･253

○ニュース-･-･･--･････--････-･･----･･----･-･--･･･-･261

○編集後記･----･-----･--･-･-- ------･･･-･-･--･265

○研究会報告

｢ランダムスピン系の相転移｣ - - - - ･- - ･- - - - - - - - - - - ･F 1

｢非線型非平衡状態の統計力学｣ - - ･- - - - - ･- - - - - - ･- ･F65


	KJ00004809880
	KJ00004809881
	KJ00004809883
	KJ00004809884
	KJ00004809885
	KJ00004809886
	KJ00004809930
	KJ00004809931
	KJ00004809932

